
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
西７丁目の地区計画が告示されました。当地区は周辺

の自然環境に恵まれ隣接して低層住宅が集積し、今後民

間業者などによる住宅開発が予定される地区です。 

一方、西７丁目に隣接する教育施設用地は「みどり生

き生きゾーン」と位置づけされており里山保全も課題で

す。※里山を放置すると自然生態系が荒廃して、通路化・

人工化します。平成 15 年には※「自然再生推進法」が施

行され市民・国・地方公共団体による里山保全が始まっ

ています。Ｅ＆Ｌは羽曳野市へ教育施設用地の里山保全

（自然観察・下草刈・山道つくり）を要望しています。

教育施設用地の里山保全活動についてご意見下さい。

 新住宅地の整備構想は「羽曳が丘地区において住宅

開発と一体となって、あらゆる世代が自然に親しみな

がら、文化・スポーツ・健康づくり・生涯学習など体

験できる拠点施設を整備する」となっていました。 

しかし、昨年完成したスポーツ公園は平成２２年ま

での暫定利用となり、大阪府で再利用計画が検討され

ています。このスポーツ公園とビオトープがなくなる

と、「あらゆる世代が自然に親しみながら・・・」の

整備構想が消滅します。Ｅ＆Ｌは羽曳野市へスポーツ

公園とビオトープの継続利用を要望しています。 

 スポーツ公園の再利用計画についてご意見下さい。

 E＆L では※ビオトープの整備作業を行なっています。

春になって昨年植樹したケヤキの枝に新芽を発見し、池

ではメダカの赤ちゃんを発見しました。自分たちが汗し

てつくったビオトープの地に愛着が生まれます。地域を

愛する心や自然を守る大切さを子どもたちに引き継がな

くてはなりません。このビオトープは昨年度大阪府から

モデル事業の助成金が支給され整備が大きく前進しまし

た。新年度は「生き生きシニア事業」のモデル事業に取

組み、ビオトープや集会所で自然教室・野外活動・世代

間交流などの定期プログラムを検討しています。 

 ビオトープにあれば良いと思うご意見下さい。 
 

※里 山 と は？ 里山とは都市や人里に近い山

の雑木林・畑などのある生活エリアです。里山は人

と自然がつくった環境であり、人や生物が生存する

水や大気の保全など生活に欠かせない環境財です。

しかし、里山の多くは荒廃しつつあり、山道・自然

観察・間伐などの管理が必要です。各地で市民団体･

ＮＰＯ･行政の里山保全活動が始まっています。 

※ビオトープとは？ドイツ語のＢｉｏ（生物）

とＴｏｐ（場所）の合成語で、植物・魚・昆虫・

小動物が共存できる生物生息空間を保全・創出・

還元した場所です。例えば、この地で生息してい

たカワセミが帰ってくることがビオトープです。 

※自然再生推進法とは？環境省・農林水産省・

国土交通省の出先機関窓口で市民団体・ＮＰＯ等

の参加により、里山・河川・森林等の自然環境を

保全・創出・維持管理するものです。国・地方公

共団体も参画して自然を取戻す新しい法律です。 
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葬儀全般 ㈲ い ず み 
羽曳が丘西1-1-19 ℡952-9478

  花 利 葬 祭 ㈱ 
誉田 2-3-1  ℡956-0212 

  お と む ね 造 園 
羽曳が丘西1-2-26 ℡958-5726

割 烹  つ  る  や 
羽曳が丘西 3-3-27℡956-3019 

  ㈲ 谷  電  化 
羽曳が丘 3-5-26 ℡956-9305

総合建設業 北 山 組 
羽曳が丘西1-6-2 ℡956-7368

  福  岡  医  院 
羽曳が丘7-11-16 ℡956-3027

 二 和 建 設 ㈱ 
羽曳が丘西 3-3-28℡958-6366

  梅 鉢 運 送 ㈱ 
羽曳が丘西2-2-9 ℡957-2996

  樋 口 ふ と ん 店 
5 丁目交差点 ℡956-8209 

  福   岡   酒   店 
羽曳が丘 6-7-1 ℡956-2901 

 黒  川  建  設  ㈱ 
羽曳が丘 5-7-10 ℡958-2012 

私たち賛助会員は羽曳が丘のまちづくりを支援します。 

    気持ちのよい空気の中で 
気持ちのよい空気の中で、おいしいお弁当を

戴き力一杯の声を出して歌い楽しい一日を過ご

させて頂き心より感謝して居ります。 

また，この様な催物をして下さる事を心待ち

にして居ります。    西３丁目 吉浪照子 

  素敵なひとときの一言  
知らない所へ行けて広い所で平素出ない

声が出てよかった。外だったせいか時間が

短く感じられ本当に楽しく過ごせました。

色々大変だったと思いますが、素敵なひと

ときの一言です。男性の方々にもお手伝い

頂いて有りがたく感謝しております。   

(２丁目 平野綾子) 

     ビオトープへ羽曳が丘住民の協力を！ 
「これは大変だなー」ビオトープに出席した時の第一印象でした。 

地域の自然環境保全と云っても樹木は短期間で成長してくれませんし、

世代間交流にしても右から左に成立するものでもありません。やはり日

常の努力と羽曳が丘住民の理解ある協力が必要です。そう云った方面に

も力を注いで下さい。住民は喜んで応えてくれると思います。 

そして会員の皆様のご苦労の成果が現れる筈です。(５丁目 中岡正男)

真心の素晴らしいプランに感謝 
今回の会食会には歩けない私はとてもと

諦めていました。ところが民生委員の方の

ご好意で会場へご案内して戴きました。沢

山の皆様と暫し歓談。話題は尽きず楽しく

時の経つのもお構いなく笑い興じて命の洗

濯!!時々の涼風は心地よく命永らえてこそ

の幸せを有難く噛みしめました。コーラス

に誘われ何曲か熱唱。真心の素晴らしいプ

ランに感謝。皆様方本当にありがとうござ

いました。    (８丁目 近藤千鶴子) 

外に出るきっかけになった 
Ｍさんは現在91才、主人と死別し一人住まい。

足が痛いこともあり閉じこもりがちになってい

ました。民生委員の方が何とか外に出かけるよ

うに心配りをして頂き、今回ビオトープへ参加

しました。参加しても話し相手がなければ寂し

いだろうとの気配りで私に付き添いの話があり

ました。食事がすみ、昔懐かしい曲が次々と流

れてくると「忘れてるわ」と言いながら美しい

声でしっかり歌っていました。さわやかな秋の

空気を一っぱいすって、久しぶりに歌をうたい、

とても気持ちがよかったようです。外にでるき

っかけをつくって下さった民生委員の方に感謝

で一杯です。        (付添い人Ｔ・Ｓ)

羽曳が丘小学校 

         初めての野外会食会 
社会福祉協議会主催の会食会を初めて野外で開催しました。現地集

合・モモプラザ集合・自家用車での集合・で６８名の参加でした。スタ

ッフは、社会福祉協議会・大阪府立大学・ビオトープクラブ・民生委員

を合わせて２２名。参加者を合わせると９０名の参加となりました。高

齢者の方々から感想文を戴きました。スタッフの方から先輩方の感想文

を読んで「やりがい」を実感したとのことです。また、ビオトープクラ

ブの皆様には会場設定などありがとうございました。 民生委員 原田

編  集  後  記  
○羽曳が丘 E＆L ではスポーツ公園・ビオトープを

継続利用できるよう羽曳野市へ要望しています。

今回のアンケート調査の皆様の声を羽曳野市・大

阪府へ提言することが大切です。より多くの皆様

のご意見をお願いします。  (管理部 西田) 

○ビオトープを団体でご利用の場合はビオトープ

クラブの事務局へ連絡して下さい。現地での利用

方法・電気・水・安全管理などに対応します。 

                 (ビオトープクラブ 村上) 
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羽曳が丘幼稚園 

Ｂ-スポーツ公園 

Ｃ-ビオトープ 

Ａ 教育施設用地 

本紙折込のアンケート 
回答用紙にて回答下さい。 

国際仏教大学 

 アンケート調査結果と羽曳野市からの回答を次回広報紙に掲載します。 

西 7丁目地区計画区域 

ここは生まれ育った田舎の風景 
きれいな街並みをはずれたと思った途

端、街人間が遠ざかっている。そして私の

生まれ育った田舎のどこかと重なる風景が

眼の前に広がってきました。吾々が子供の

頃自由に走りまわった野原や田園、そんな

楽しい自然環境が、今着々とビオトプクラ

ブの方々によって整備されています。そし

て、これからの世代間交流の場として、幅

広い世代の楽しい憩いのゾーンとなること

でしょう。     (２丁目 上林一男) 

高齢者会食会へ６８名参加 

Ａ 教育施設用地の里山保全を要望 Ｂ スポーツ公園の継続利用を要望   ビオトープで生き生きシニア事業Ｃ 

ビオトープ 


